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調査区全景    但し、調査地の拡張に際して調査区北東隅を埋め戻したためSX-3は 写っていない。
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土城墓検出状況 (南から)

SX-4検 出状況 (西か ら )
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田井中遺跡 (第 3次調査 )

調 査 地 :志紀町西 3丁目

調査期間 :昭和60年 12月 9日 ～昭和61年 3月 H日

調査面積 :920r

はじbに

今回の発掘調査は国家公務員合同宿舎建て替えに伴 うもので、当調査研究会が田井中遺跡内

で実施 した発掘調査の第 3次調査にあたる。

当遺跡は、長瀬川と平野川に狭まれた沖積地に位置 しており、現在の行政区画では田井中 4

丁目を中心として広がっている。同様の立地条件で当遺跡の南東に弓削遺跡・北に老原遺跡が

位置 し、北西には太子堂遺跡 。西には木の本遺跡・八尾南遺跡が位置している。
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当遺跡発見の契機は、陸上自衛隊八尾駐屯地内での工事掘削に際して弥生時代前期～後期と

古墳時代～奈良時代の上器が出土 したことによるが、出土状況等の詳細は不明であった。とこ
註 1

ろが、昭和57年度に当調査研究会が同八尾駐屯地内で浴場増築に伴う発掘調査 (第 1次調査 )

を実施した結果、弥生時代前期～中期と古墳時代中期の遺物包含層のほか、柱穴 1個を検出し
註 2

た。この調査で検出した遺物包含層については、遺物出土状況から二次堆積の上層と考えられ

るが、柱穴を検出したことから、時期は明確に出来ないものの、生活面の存在が明らかになっ

た。さらに昭和59年度にも、同八尾駐屯地内で需品工場建設に伴う発掘調査 (第 2次調査)を

実施した結果、弥生時代中期と古墳時代前期の遺構を検出した。これらの調査結果から、当遺
註 3

跡は弥生時代中期と古墳時代前期の二時期の生活面を持つことが明らかとなった。

今回の調査地はこれらの調査地の北東500～600mに 位置する。この地域一帯は府営住宅・

公務員宿舎等が建ち並ぶ住宅地であるが、老朽化が進んでおり、現在建て替えの時期にあたっ

ている。大阪府教育委員会ではこの付近を「志紀遺跡」と付称しており、昭和58年度には志紀

町 4丁目で府営住宅建て替えに伴う発掘調査が実施され、古墳時代の水田遺構が確認されてい

る。続いて昭和60年度にも大阪府教育委員会が志紀町西 1丁目で同様の発掘調査を実施してお

り、奈良時代から鎌倉時代に対応する土層中で数枚の水田土層が確認されている。今回の調査
註 4

地は、大阪府教育委員会昭和58年度調査地の南、昭和60年度調査地の西に隣接している。

調査概要

宿舎 。浄化槽構築予定地を調査区とし、第 1調査区～第 3調査区と付称した。調査に際して

は、八尾市教育委員会の試掘結果に基づいて、現地表下1.5～ 2.lm(TP+10.2～ 10.4m)

までの上層を機械掘削で排除し、以下の各層は人力掘削を実施して遺構 。遺物の検出に努めた。

その結果、平安時代末期～鎌倉時代初頭に埋没した水田を検出した。さらに下層の堆積状況を

確認する目的で、 トレンチを設定した掘削を進めたところ、奈良時代に埋没したと考えられる

水田を検出した。

・第 1調査区

現地表下2.6m(TP+9。3m)前後に存在する青灰色粘土層上面で平安時代～鎌倉時代初

頭の水田面を検出し、そこより0.5m下層の暗褐色粘土層上面で奈良時代の水田面を検出した。

奈良時代の水田上面には多数の足跡状遺構が遺存しており、足跡状遺構内部および水田上層

には青灰色シル トが堆積している。なお壁面で畦畔の可能性がある暗褐灰色粘上の高まりを認

めたが、平面的に捉えることはできなかった。

平安時代末期～鎌倉時代初頭の水田も下層の水田同様足跡状遺構を伴っており、上層には灰

色シル ト混砂質上が堆積している。なお畦畔は検出できなかったが、南北方向 2箇所 。東西方

向 1箇所足跡の少ない部分があり、これらを畦畔と考えることができるが確証は得ていない。
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。第 2調査区

第 1調査区同様、現地表下2.6m前後に存在する青灰色粘土層上面で平安時代末期～鎌倉時

代初頭の水田面、そこより0.6m下層の暗褐灰色粘土層上面で奈良時代の水田面を検出した。

奈良時代の水田上面は第 1調査区と同様青灰色シル トで被われている。ここでは足跡状遺構

のほか、南西―北東に伸びる畦畔 1条を検出した。畦畔は、耕作土である暗褐灰色粘土を盛り

上げて構築されている。

平安時代末期～鎌倉時代初頭の水田も第 1調査区同様上面には灰色シル ト混砂質上が堆積し

ている。ここでも足跡状遺構のほか、南北方向に伸びる畦畔 2条を検出した。 2条の畦畔は約

20mの間隔で並行に伸び、ともに耕作上である青灰色粘土を盛り上げて構築されている。なお

水田上面を被う灰色シル ト混砂質土からは、12世紀に比定される白磁碗片が 1点出土 している。

。第 3調査区

現地表下1.8m(TP+10.lm)前 後に存在する青灰色粘土層上面で平安時代末期～鎌倉時

代初頭の水田面、そこより0.8m下層の暗褐灰色粘土層上面で奈良噂代の水田面を検出した。

奈良時代の水田面には多数の足跡状遺構が遺存しており、遺構内部 。上面には灰色粗砂が堆

積している。この灰色粗砂からは、須恵器甕の破片が 1点出土 している。

平安時代末期～鎌倉時代初頭の水田面も足跡状遺構が伴っており、上面には青灰色シル トが

堆積している。

まとめ

調査の結果、二時期の水田遺構を検出することができた。両遺構の上層には洪水に起因する

と考えられる砂 。シル ト等が堆積しており、これらの水田は旧大和川の氾濫によって埋没した

ことが窺える。下層で検出した水田は、西接する大阪府教育委員会昭和60年度調査地で検出さ

れた奈良時代の水田に対応するものと考えられる。一方、上層水田では南北方向に平行して伸

びる 2条の畦畔を検出している。 2条の畦畔の間隔は約20mを測り、これまでに検出された木

の本遺跡第 1次調査地・八尾南遺跡第 3次調査地で検出した同時期の畦畔の間隔と近似してお

り、条里区割に合致した土地利用が広範囲にわたって実施されていたことが窺える。

註 3

八尾市教育委員会  『東弓削遺跡』 大阪府水道部送水管布設工事に伴う埋蔵文化財調査 :八尾市文化財調査報

告3 1976

(財 )八尾市文化財調査研究会  「田井中遺跡 :陸上自衛隊八尾駐屯地内浴場増築に伴なう発掘調査概要」F昭 和

57年度における埋蔵文化財発掘調査 その成果と概要』 1983

(財 )八尾市文化財調査研究会  「田井中遺跡 (第 2次調査)」『昭和59年度事業概要報告』 :(財 )八尾市文化財調

査研究会報告 7 1985

大阪府教育委員会文化財保護課技師福田英人氏より御教示いただいた。

註 1

註 2

註 4
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Ⅲ その他の事業

市内文化財の調査

久宝寺寺内町の調査 近畿大学助教授櫻井敏雄氏に委託

環山楼の公開 八尾市教育委員会からの委託業務

(D 週 2回の公開 毎週月曜日・木曜日午前10時～午後 4時

計 100日 公開 見学者706人

(2)催物のための公開

①  「八尾まつり」 八尾市主催

昭和60年 9月 15日  見学者■7人

②  「第39回 秋季史跡めぐり」 八尾市自治推進課主催

昭和60年 10月 27日  見学者200人

0 その他要請に応じての公開

①  「地域広報ビデオ撮影」 中河内府民センター主催

昭和60年 4月 8日 。12月 1日

②  「大阪府教育研究所連盟共同研究部会研修会」 八尾市教育委員会教育相談所

主催 昭和60年 7月 31日

①  「第32回 八尾市民文化祭茶華道大会」 八尾市中央公民館主催

昭和60年 11月 6日 ～11日

文化財普及事業

(り 文化財講座

①  「百人一首の ミステリー」 講師 林直道氏  (大阪市立大学名誉教授 )

昭和60年 7月 27日・ 8月 10日 山本労働会館

②  「まつり」 講師 上井久義氏  (関西大学教授 )

昭和61年 3月 15日  山本労働会館

似)チ ビッコ文化財夏期学級

昭和60年 8月 9日・ 10日 。17日 参加者28人

日程および内容

8月 9日  開講式・土器のはなし。土器づくり

10日 土器づくり

17日 土器焼き。閉講式
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□ 展示

「八尾を掘る」 ―市内で発掘された埋蔵文化財―

昭和60年 7月 19日～ 8月 3日  市民サービスコーナー 入場者1141人

主な展示内容 昭和59年度に実施した発掘調査のうち、おもな遺跡の紹介

Ш 発掘調査現場の見学会

東郷遺跡現地説明会  (第20次調査地一文化会館建設予定地 )

昭和61年 3月 1日  見学者143人

図書の刊行

(1)『昭和59年度事業概要報告』 :(財 )八尾市文化財調査研究会報告 7 昭和60年 4

月発行 昭和59年度に実施したすべての事業を集録

2)『小阪合遺跡発掘調査概要』 一流域下水道等整備に伴う発掘調査― :(財 )八尾

市文化財調査研究会報告 8 昭和61年 3月 発行 小阪合遺跡 (第 5次調査)の概

要報告書

研究会・研修会・展示等の参加・協賛

(1)(財 )大阪文化財センター主催  「大阪府下埋蔵文化財担当者研究会 第12回」に

資料発表  「八尾市内における昭和59年度発掘調査概要」

昭和60年 6月 9日 大阪市立中央青年センター

0 (財 )大阪文化財センター主催  「第 3回 近畿地方埋蔵文化財担当者研究会」の

協賛

昭和60年 10月 19日 。20日 大阪市中央公会堂

13)大阪府教育委員会主催  「大阪府の貨幣展J弓削遺跡・福万寺遺跡出上の貨幣を

出品

昭和60年 12月 10日～昭和61年 3月 23日

鞠 穣藤ぶ艤 :ⅢⅢI
大阪府立泉北考古資料館

,||工沖1翠

〓
社

為

―- 46 -―

東郷遺跡第20次調査地現地説明会



団   体   名 書 名

(財 )東大阪市文化財協会 高井田遺跡 2・ 3次調査報告

(財)東大阪市文化財協会年報1983年度

甦る河内の歴史

(財 )東大阪市文化財協会 紀要 I

若江北遣跡

協会ニュースVol― No l

法通寺

(財 )大阪文化財センター 大阪文化誌第18号

美園

府道松原泉大津線関連遣跡発掘調査 I

同上Ⅱ

山費 (その 1)

同上 (その 2)

同上 (その 3)

同上 (その 4)

友井東 (その 1)

同上 (その 2)

西岩田

亀井遺跡

同上 Ⅱ

若江北

巨摩 。若江北

佐堂 (その 1)

同上 (その 2-I)

亀井

瓜生堂

亀井・城山

巨摩・瓜生堂

長原

同上 (その 2)

新家 (その 2)

同上 (その 3)

第 3回近畿地方埋蔵文化財担当者研究会資料

大阪府下埋蔵文化財担当者研究会 (第 13回 )

大堀城跡Ⅱ

同上 Ⅲ

成合寺

遣物整理から報告書作成まで

資料

Ⅳ受贈 図書 一 覧
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(財 )大阪府埋蔵文化財協会 向井池遺跡 (財 )大阪府埋蔵文化財協会調査報告書第 1輯

別所遺跡 同上第 2輯
西大路遣跡。今木廃寺遺跡発掘調査事業報告書

(財 )大阪市文化財協会 ・ 特別史跡 大坂城跡

(財 )枚方市文化財研究調査会 小倉東遺跡 枚方市文化財調査報告 第18集
田回 (田 □・ 出屋敷・両地区を含む)枚方市民俗文化財調査報告 2

文化財ハンドブック 枚方の歴史と文化財

(財 )京都府埋蔵文化財

調査研究センター

京都府埋蔵文化財情報第13号

同上第14号

同上第15号

同上第16号

同上第17号

(財 )長岡京市

埋蔵文化財センター

・長岡京市埋蔵文化財調査報告書第 2集

(財 )兵庫県文化協会 ・前東代遺跡 播但有料自動車道建設にかかる埋蔵文化財発掘調査報告書 (Ⅲ )
・養久山42・ 43号墳 山陽自動車道関係埋蔵文化財調査報告 (m)

八尾市教育委員会 八尾市文化財紀要 I

八尾市内遺跡 昭和59年度発掘調査報告書

松原市教育委員会 ・松原市遺跡発掘調査概要 昭和59年度

高槻市教育委員会 ・高槻市文化財調査概要 嶋上郡行跡発掘調査概要 9
。56・ 57・ 58年度 高槻市文化財年報

羽曳野市教育委員会 ・河内飛鳥の星 。はびきの

河内長野市教育委員会 。河内長野市上原地区区画整理予定地内分布調査報告書

・三日市遺跡調査概要 I

泉佐野市教育委員会 船岡山遺跡 B地点発掘調査報告書

泉佐野市埋蔵文化財分布調査概要 I

湊遺跡

泉佐野市埋蔵文化財発掘調査概要V

大阪府教育委員会 甲田南遺跡発掘調査概要 I

同上Ⅲ

一須賀・葉室古墳群

東円寺跡発掘調査概要報告書 I

同上Ⅱ

神並・西ノ辻・鬼虎川遺跡発掘調査概要 I
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大阪府教育委員会 森 A・ B遺跡発掘調査概要 I

都市計画道路松原泉大津線建設に伴う菱木下遺跡発掘調査概要 I―堺市菱木所在―

和気遺跡発掘調査概要報告書一都市計画道路大阪岸和田南海線建設地内一

今木廃寺発掘調査概要―岸和田市東大路町所在―

府道常磐・浜寺線建設に伴う金岡遺跡発掘調査概要

東山遺跡試掘調査報告書一大阪芸術大学校内遺跡試掘調査―

一般国道309号線建設に伴う甲田南遺跡発掘調査概要報告書―富田林市南甲田 。若

葉町他所在―

府営松原天美住宅建替に伴う大和川今池遺跡発掘調査概要Ⅱ―松原市天美西所在―

府道松原・泉大津線建設に伴う万崎池遺跡発掘調査概要―堺市太平寺所在―

大阪府文化財調査概要1984年度

住吉遺跡発掘調査概要

軽部池西遺跡試掘調査概要報告書Ⅱ―府道磯ノ山直線建設に伴う試掘調査―

三日遺跡試掘調査概要―府道磯ノ山直線建設工事に伴う試掘調査概要―

府中遺跡発掘調査概要―府道和泉中央線拡幅工事に伴う発掘調査―

大阪府文化財総合目録

神戸市教育委員会 昭和57年度 神戸市埋蔵文化財年報
昭和58年度 遣跡現地説明会資料
昭和59年度 同上
史跡 処女塚古墳

宝塚市教育委員会 ・中山荘園古墳発掘調査報告書 宝塚市文化財調査報告書第19集

三田市教育委員会 ・北摂ニュータウン内遺跡調査報告書 I

兵庫県教育委員会 。近畿自動車道舞鶴線 箱塚古墳群 3・ 4・ 5

天理市教育委員会 天理市埋蔵文化財調査概報 昭和58年・昭和59年度
岩室池古墳 平等坊・岩室遺跡 天理市埋蔵文化財調査報告第 2集
龍王山城跡調査概要

前栽遺跡―縄文時代晩期遺跡の調査― 天理市埋蔵文化財調査報告第
天理市の佛像

布留遺跡範囲確認調査報告書

京都府野田川町教育委員会 高浪古墳発掘調査概報

大山崎町教育委員会 大山崎町文化財調査報告書第 4集

八日市市教育委員会 ・八日市市文化財調査報告書 (6)

金沢市教育委員会 金沢市文化財紀要50号

同上52号

同上53号

同上54号

同上55号
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岡山県長船町教育委員会 西谷遺跡―昭和58年度薗場整備事業に伴う発掘調査―

北海道上ノ国町教育委員会 史跡上之国勝山館跡Ⅵ

神奈川県立

埋蔵文化財センター

神奈川県立埋蔵文化財センター年報 4

山王山遺跡 神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告 8

帰源院下やぐら群 同上 9

千葉地東遺跡 同上 10

奈良国立文化財研究所 奈良国立文化財研究所年報1984

埋蔵文化財ニュース No 52

同上 No 53

同上 No 54

石原町遺跡発掘調査団 堺市石原町遺跡

大手前女子大学史学研究所

大坂城三の丸跡調査研究会

大坂城三の九跡 I 京橋□における発掘調査報告書

同上Ⅱ 大手前女子短期大学の校合増築に伴う発掘調査報告書

柏原市歴史資料館 明神山系遺跡分布調査概報 I

柏原市埋蔵文化財発掘調査概報1984年度

文化財概報 Ⅳ

同上V

同上Ⅵ

大阪府立泉北考古資料館 ・大阪府の銅鐸図録

北九州市立考古博物館 須恵器のはじまり展

常設展示図録

経塚遺宝展―北九州市とその周辺―

早稲甲大学 早稲田大学所沢新校地内埋蔵文化財発掘調査概報

同上Ⅱ

同上Ⅲ

I

鹿児島大学

教養部考古学研究室

・考古学研究室報 。NOA 第 4号

島根大学附属図書館 ・ 山陰地域研究 (伝統文化部門分冊)

近畿大学 ・ 山賀遺跡 近畿大学理工学部研究棟建築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

高倉洋彰 ・弥生時代小形佑製鏡について (承前)「考古学雑誌」第70巻第 3号抜刷
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(財)八尾市文化財調査研究会報告9

昭和60年度事業概要報告
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